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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メインローブと複数のサイドローブとを含む第１ビームパターンを有する第１超音波ビ
ームを形成する第１超音波ビーム形成手段と、
　前記第１超音波ビームの各サイドローブとそれぞれ同じ形状と同じ大きさを有するメイ
ンローブを含む第２ビームパターンを有する複数の第２超音波ビームを形成するために必
要な送信フォーカスデータが記憶されるメモリと、
　前記メモリのデータに基づいて、前記第１超音波ビームパターンのメインローブの両側
に出る複数のサイドローブにつき、各サイドローブに対応するメインローブを含む第２ビ
ームパターンを有する複数の第２超音波ビームを形成する第２超音波ビーム形成手段と、
　を備え、
　前記第１超音波ビームと前記第２超音波ビームとが同時に形成され、前記第１超音波ビ
ームの位相と前記複数の第２超音波ビームの位相とが相互に逆位相であり、前記第１超音
波ビームの各サイドローブにそれぞれ前記第２超音波ビームの対応するメインローブをあ
てがって、前記第１超音波ビームの各サイドローブを音響的に低減することを特徴とする
超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記第１超音波ビーム形成手段は、前記第１超音波ビームを形成するための第１超音波
を送受波する第１振動子グループを含み、
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　前記第２超音波ビーム形成手段は、前記第２超音波ビームを形成するための第２超音波
を少なくとも送波する第２振動子グループを含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の超音波診断装置において、
　前記第１振動子グループを構成する複数の振動素子と、前記第２振動子グループを構成
する複数の振動素子とが１列に配置されることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記第１振動子グループを構成する複数の振動素子の両側に、前記第２振動子グループ
を構成する複数の振動素子が配置されることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は超音波診断装置に係り、特にサイドローブの低減処理を行う超音波診断装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、超音波診断装置において超音波ビームを形成すると、振動素子の幾何学的
な配置や、フォーカス点の位置などに従って、メインローブ（メインビーム）の両側また
は片側に１または複数のサイドローブが形成される。このサイドローブは、超音波画像の
画質を低下させ、診断に影響を与える。このため、できる限りサイドローブあるいはそれ
による偽像を低減する必要がある。
【０００３】
特許文献１には、振動素子群を電子的に第１グループと第２グループに区分し、各グルー
プを利用して第１、第２の送信を実行し、サイドローブを低減する技術が開示されている
。すなわち、第１グループには、所定のフォーカス点で超音波が集束するように、第１及
び第２の両送信において正相信号が供給される。一方で第２グループに対しては、第１送
信で正相信号が供給されるが、第２送信では逆相信号（反転信号）が供給される。この結
果、受信信号の正相加算を前提として、第１送信についてはメインビームが支配的になっ
た通常の音場が形成され、第２送信についてはメインビームが欠落した固有の音場が形成
される。それらに対応する２つの受信信号間で差分演算等を行うことで、メインビームに
相当するエコー成分を抽出でき、サイドローブを低減できる。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００１－２３８８８３号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように、超音波診断装置において、超音波ビームのメインローブの両側または片側
に出るサイドローブを低減することが必要である。なお、従来技術においては、メインロ
ーブをいかにきちんと出すか、の観点から、メインビームを欠落させた固有の音場を形成
させ、それを利用してサイドローブを低減させる原理があるが、サイドローブそのものに
着目し、個々にフィッティングが可能なサイドローブの低減については提案されていない
。
【０００６】
本発明の目的は、かかる従来技術の課題を解決し、サイドローブの低減を図ることのでき
る超音波診断装置を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明に係る超音波診断装置は、メインローブと複数のサイ
ドローブとを含む第１ビームパターンを有する第１超音波ビームを形成する第１超音波ビ



(3) JP 4235006 B2 2009.3.4

10

20

30

40

50

ーム形成手段と、前記第１超音波ビームの各サイドローブとそれぞれ同じ形状と同じ大き
さを有するメインローブを含む第２ビームパターンを有する複数の第２超音波ビームを形
成するために必要な送信フォーカスデータが記憶されるメモリと、前記メモリのデータに
基づいて、前記第１超音波ビームパターンのメインローブの両側に出る複数のサイドロー
ブにつき、各サイドローブに対応するメインローブを含む第２ビームパターンを有する複
数の第２超音波ビームを形成する第２超音波ビーム形成手段と、を備え、前記第１超音波
ビームと前記第２超音波ビームとが同時に形成され、前記第１超音波ビームの位相と前記
複数の第２超音波ビームの位相とが相互に逆位相であり、前記第１超音波ビームの各サイ
ドローブにそれぞれ前記第２超音波ビームの対応するメインローブをあてがって、前記第
１超音波ビームの各サイドローブを音響的に低減することを特徴とする。
【０００８】
上記構成により、第１超音波ビームのサイドローブに対応したメインローブを含む第２超
音波ビームが形成され、第１超音波ビームのサイドローブに第２超音波ビームのメインロ
ーブがあてがわれる。したがって、サイドローブに着目し、着目したサイドローブに対応
して第２超音波のメインローブをあてがうことで、きめ細かいサイドローブの低減を図る
ことができる。
【００１０】
また、本発明に係る超音波診断装置は、前記第１超音波ビームと前記第２超音波ビームと
が同時に形成されることを特徴とする。上記構成により、フレームレートを低下させるこ
となく、サイドローブを低減できる。
【００１１】
　また、本発明に係る超音波診断装置において、前記第１超音波ビームの位相と前記第２
超音波ビームの位相とが相互に逆位相であることを特徴とする。上記構成により、音場上
で第１超音波ビームのサイドローブに第２超音波ビームのメインローブの逆位相があてが
われる。したがって、音響的にサイドローブが低減され、かつフレームレートを低下させ
ることがない。
【００１２】
また、本発明に係る超音波診断装置において、前記第１超音波ビーム形成手段は、前記第
１超音波ビームを形成するための第１超音波を送受波する第１振動子グループを含み、前
記第１超音波ビーム形成手段は、前記第２超音波ビームを形成するための第２超音波を少
なくとも送波する第２振動子グループを含むことが好ましい。
【００１３】
上記構成により、音響的にサイドローブを低減する超音波診断装置においては、第１振動
子グループと第２振動子グループとが設けられる。このことで、第１超音波と第２超音波
の同時送信ができ、音場上で第１超音波ビームのサイドローブに第２超音波ビームのメイ
ンローブがあてがわれる。
【００１４】
また、本発明に係る超音波診断装置において、前記第１振動子グループを構成する複数の
振動素子と、前記第２振動子グループを構成する複数の振動素子とが１列に配置されるこ
とが好ましい。また、本発明に係る超音波診断装置において、前記第１振動子グループを
構成する複数の振動素子の両側に、前記第２振動子グループを構成する複数の振動素子が
配置されることが好ましい。上記構成により、一般的な振動素子１列配置型の振動子（プ
ローブ）を用いて、サイドローブを低減することができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
最初に、第１超音波ビームのサイドローブに第２超音波ビームのメインローブをあてがう
ことでサイドローブを低減する原理的な説明を図１から図６を用いて行う。図１から図３
は、メインローブの両側に複数のサイドローブが出る場合、図４から図６は、メインロー
ブの片側に複数のサイドローブが出る場合である。いずれの図も、横軸は走査角度、縦軸
は超音波ビームの大きさ、例えば受信信号の振幅を電圧値で示したもので、いわゆるビー
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ムパターンをあらわした図である。ただし、第２超音波ビームのビームパターンをあらわ
す図２および図５の縦軸については、第２超音波ビームを第１超音波ビームに逆位相の関
係であてがうことを理解しやすくするために、下向きに縦軸の値が大きくなるように示し
てある。
【００２０】
図１には、メインローブの両側に複数のサイドローブが現れる第１超音波ビームのビーム
パターン（第１ビームパターン）５０が示される。この例では、走査角度０度にメインロ
ーブ５２が設定され、走査角度でおよそ±３０度付近に第１のサイドローブ５４ａ，５４
ｂが、走査角度でおよそ±５０度付近に第２のサイドローブ５６ａ，５６ｂがそれぞれ現
れる。第１のサイドローブ５４ａ，５４ｂは第２のサイドローブ５６ａ，５６ｂに比べそ
の振幅が大きく、したがって超音波診断装置の画質に与える影響は前者のほうが大きい。
図１に示すように、複数のサイドローブがメインローブの両側に対称に現れる例としては
、リニア電子走査等があげられる。
【００２１】
図１の第１超音波ビームのビームパターン５０は、２つの第１サイドローブ５４ａ，５４
ｂを有するので、これら２つのサイドローブを低減するために、第２超音波ビームは２つ
用意される。図２は、２つの超音波ビームについてのそれぞれのビームパターン（第２ビ
ームパターン）６２，６４を重ねた全体６０を示す図である。２つの第２超音波ビームの
ビームパターン６２，６４は、それぞれメインローブ６６ａ，６６ｂと、その両側に現れ
るサイドローブ６８ａ～６８ｄを有する。各第２超音波ビームのビームパターン６２，６
４におけるメインローブ６６ａ，６６ｂは、図１における第１のサイドローブ５４ａ，５
４ｂとほぼ同じ形状、大きさになるように設定される。
【００２２】
図３は、サイドローブ低減の補正前における第１超音波ビームのビームパターン５０を破
線で、２つの第２超音波ビームのビームパターン６２，６４について縦軸の符号を反転し
たものを一点鎖線で示し、両者（破線と一点鎖線）を加算処理して合成したビームパター
ン７０を実線で示した図である。なお、両者（破線と一点鎖線）の加算処理は、図１，２
に示すように、第１超音波ビームと第２超音波ビームとが逆位相の関係にあるときであっ
て、第１超音波ビームと第２超音波ビームとが同位相の関係にあるときは、第１超音波ビ
ームのビームパターン５０から、２つの第２超音波ビームのビームパターン６２，６４が
減算処理される。このように、第１超音波ビームの第１のサイドローブに、それぞれ第２
超音波ビームのメインローブが符号反転してあてがわれることにより、合成されたビーム
パターン７０において、サイドローブを大幅に低減することができる。
【００２３】
図４には、メインローブの片側に複数のサイドローブが現れる第１超音波ビームのビーム
パターン（第１ビームパターン）８０が示される。この例では、走査角度０度にメインロ
ーブ８２が設定され、走査角度でおよそ－３０度付近に第１のサイドローブ８４が、走査
角度でおよそ－５０度付近に第２のサイドローブ８６がそれぞれ現れる。第１のサイドロ
ーブ８４は第２のサイドローブ８６に比べその振幅が大きく、したがって超音波診断装置
の画質に与える影響は前者のほうが大きい。図４に示すように、複数のサイドローブがメ
インローブの片側に偏在して現れる例としては、ある走査条件におけるセクタ電子走査等
があげられる。
【００２４】
図５には、図４の第１超音波ビームに対応するサイドローブ低減用の第２超音波ビームの
ビームパターン（第２ビームパターン）９０が示される。この例では、図５に示す第１の
サイドローブ８４の低減を目指した第２超音波ビームのビームパターン９０が示されてい
る。すなわち、１つの第１のサイドローブ８４を低減するために、１つの第２超音波ビー
ムが用意される。第２超音波ビームのビームパターン９０は、メインローブ９２と、その
両側に現れるサイドローブ９４ａ，９４ｂを有する。第２超音波ビームのメインローブ９
２は、図４における第１のサイドローブ８４とほぼ同じ形状、大きさになるように設定さ
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れる。
【００２５】
図６は、サイドローブ低減の補正前における第１超音波ビームのビームパターン８０を破
線で、第２超音波ビームのビームパターン９０について縦軸の符号を反転したものを一点
鎖線で、両者（破線と一点鎖線）を加算処理して合成したビームパターン１００を実線で
示した図である。なお、両者（破線と一点鎖線）の加算処理は、図４，５に示すように、
第１超音波ビームと第２超音波ビームとが逆位相の関係にあるときであって、第１超音波
ビームと第２超音波ビームとが同位相の関係にあるときは、第１超音波ビームのビームパ
ターン８０から、第２超音波ビームのビームパターン９０が減算処理される。このように
、第１超音波ビームの第１のサイドローブに、第２超音波ビームのメインローブが符号反
転してあてがわれることにより、合成されたビームパターン１００において、サイドロー
ブを大幅に低減することができる。
【００２６】
上記説明では、メインローブの両側あるいは片側に現れる複数のサイドローブについて、
メインローブに最も近いサイドローブの振幅がもっとも大きく、メインローブから離れる
に従い、各サイドローブの振幅が順次小さくなる例を用いた。この他に、各サイドローブ
の振幅がメインローブから離れるに従って必ずしも順次小さくならない場合でも、目的と
するサイドローブに対応して第２超音波ビームのメインローブをあてがうことで、そのサ
イドローブを低減することができる。
【００２７】
上記説明において、第１超音波ビームのメインローブの両側または片側に現れるサイドロ
ーブとしては第１のサイドローブ及び第２のサイドローブのみとしたが、さらに多くのサ
イドローブが現れる第１超音波ビームであってもよい。また、第２超音波ビームのメイン
ローブは、第１超音波ビームにおける複数のサイドローブの中で、振幅のより大きく画質
に対する影響のより大きい第１のサイドローブにあてがわれるもののみを示したが、次に
影響の大きい第２のサイドローブ、その次に影響の大きい第３のサイドローブ等に対応し
て、第２超音波ビームの数を増加させてそれぞれあてがうこともできる。
【００２８】
以下に、上記説明の内容に従ったサイドローブ低減を実現できる本発明に係る実施の形態
につき、図面を用いて詳細に説明する。第１超音波ビームのサイドローブに第２超音波ビ
ームのメインローブをあてがうには、音響的に行う方法と電子的に行う方法とがある。
【００２９】
図７は、音響的にサイドローブを低減する超音波診断装置１０のブロック図である。この
超音波診断装置１０においては、第１超音波の送信と第２超音波の送信とを同時に行うこ
とができるように、プローブ１２内において複数の振動素子が２つのグループに分けられ
、送信回路も通常送信回路１４とサイドローブ低減用送信回路１６に分けて備えられる。
また、通常送信回路１４に接続されて第１超音波ビームのフォーカスデータを記憶する送
信フォーカスデータメモリ１８が備えられ、サイドローブ低減用送信回路１６に接続され
て第２超音波ビームのフォーカスデータを記憶するサイドローブ低減用逆位相フォーカス
データメモリ２０が備えられる。受信回路２２はプローブ１２に接続され、受信回路２２
の出力は、ＤＳＣ２４において信号処理が行われ、その後表示器２６において超音波画像
が表示される。
【００３０】
図７中のプローブ１２は、超音波パルスの送波及びエコーの受波を行う超音波探触子であ
る。このプローブ１２は、アレイ振動子を有しており、そのアレイ振動子の電子走査によ
って超音波ビームが電子的に走査される。電子走査方式としては、例えば電子リニア走査
や電子セクタ走査を用いることができる。
【００３１】
アレイ振動子は、複数の振動素子から構成される。図８に、アレイ振動子３０の構成を示
す。アレイ振動子３０は、複数の振動素子３２を１列に並べた第１振動子グループ３４と



(6) JP 4235006 B2 2009.3.4

10

20

30

40

50

、第１振動素子と例えば同数の振動素子を１列に並べた第２振動子グループ３６とを、電
子走査方向に平行に配置してなる。第１振動子グループ３４は、サイドローブの低減を図
りたい第１超音波ビームを形成するための第１超音波の送受波に用いられる。第２振動子
グループ３６は、第１超音波ビームのサイドローブを音響的に低減する第２超音波ビーム
を形成するための第２超音波の送波に用いられる。第１超音波の送信と第２超音波の送信
とを同時に行うことができるように、第１振動子グループと、第２振動子グループとは別
個に設けられる。各振動子グループを構成する振動素子の数としては、例えば９６チャネ
ル等が用いられる。
【００３２】
第２振動子グループ３６を構成する複数の振動素子の全体を用いて１つの第２超音波ビー
ムを形成するように構成することができる。また、第２振動子グループ３６を構成する複
数の振動素子をいくつかのブロックに分け、各ブロックを構成する複数の振動素子を用い
て各ブロックごとにそれぞれ第２超音波ビームを形成するように構成してもよい。例えば
、図２で説明したように、２つのサイドローブを低減するために２つの第２超音波ビーム
を用いたいときは、第２振動子グループ３６を構成する複数の振動素子を２つのブロック
に分け、一方のブロックを構成する複数の振動素子を一方の第２超音波ビームの形成用に
割り当て、他方のブロックを構成する複数の振動素子を他方の第２超音波ビームの形成用
に割り当てることができる。また、３以上のブロックに分けることで、３以上の第２超音
波ビームを形成するように構成することもでき、これを用いて３以上のサイドローブを低
減することもできる。
【００３３】
図９に、他の形態のアレイ振動子４０を示す。この例のアレイ振動子４０は、１列に複数
の振動素子を並べたもので、第１振動子グループ４４を構成する複数の振動素子がその中
央部分に配置され、第２振動子グループ４６ａ，４６ｂを構成する複数の振動素子がその
両側に配置される。例えば、アレイ振動子４０が９６チャネルの振動素子で構成されると
して、中央の４８チャネルの振動素子を第１振動子グループ４４、その両側の各２４チャ
ネルずつの振動素子をそれぞれ第２振動子グループに割り当てて用いることができる。
【００３４】
図８、図９に示す例の他に、第１振動子グループを構成する各振動素子と、第２振動子グ
ループを構成する各振動素子とを交互に配置してアレイ振動子を構成してもよい。交互配
置には、１個の振動素子ごとに交互配置してもよく、例えば２個の振動素子を単位に交互
配置する等、複数の振動素子ごとに交互配置してもよい。
【００３５】
図８に示す第１振動子グループ３４を構成する各振動素子は、通常送信回路１４に接続さ
れ、第２振動子グループ３６を構成する各振動素子は、サイドローブ低減用送信回路１６
に接続される。
【００３６】
通常送信回路１４もサイドローブ低減用送信回路１６もその内部構成は同じで、ともに対
応する振動素子に送信信号を供給する機能を有する。通常送信回路１４は、図示されてい
ない制御部の制御の下で、送信フォーカスデータメモリ１８から第１超音波ビームの形成
に必要な送信フォーカスデータ、すなわち各振動素子ごとの送信遅延データの供給を受け
、それに従って第１振動子グループを構成する各振動素子に送信信号を供給する。
【００３７】
サイドローブ低減用送信回路１６は、図示されていない制御部の制御の下で、サイドロー
ブ低減用逆位相フォーカスデータメモリ２０から必要な送信フォーカスデータである各振
動素子ごとの送信遅延データの供給を受け、それに従って第２振動子グループを構成する
各振動素子に送信信号を供給する。
【００３８】
送信フォーカスデータメモリ１８には、上記のように第１超音波ビームを形成するために
必要な送信フォーカスデータが、第１振動子グループの各振動素子に対応付けられた送信
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遅延データの集合として記憶される。送信フォーカスデータは、ビームパターンの異なる
第１超音波ビームごとに記憶される。
【００３９】
サイドローブ低減用逆位相フォーカスデータメモリ２０には、上記のように第２超音波ビ
ームを形成するために必要な送信フォーカスデータが、第２振動子グループの各振動素子
に対応付けられた送信遅延データの集合として記憶される。記憶される送信フォーカスデ
ータは、図１から図６で説明したように、サイドローブを低減しようとする第１超音波ビ
ームのサイドローブに対応するメインローブを含む第２超音波ビームを形成するに必要な
送信フォーカスデータである。第２超音波ビームと第１超音波ビームとは逆位相の関係に
なるように送信フォーカスデータが設定される。かかるサイドローブ低減用逆位相フォー
カスデータは、サイドローブを低減しようとする第１超音波ビームごとに対応付けられて
記憶される。また、第１超音波ビームにおける複数のサイドローブの低減を図るために、
複数の第２超音波ビームを形成するのに必要な送信フォーカスデータとすることもできる
。
【００４０】
受信回路２２は、第１振動子グループ３４を構成する各振動素子にそれぞれ接続され、各
振動素子からの受信信号に対し、増幅や整相加算等の処理を行う回路である。
【００４１】
第１超音波及び第２超音波の送受信は、図示されていない制御部の制御により、第１超音
波の送信と第２超音波の送信とが同時に行われ、そのエコー信号が受信される。すなわち
、第１超音波ビームが形成されると同時に、第２超音波ビームが形成され、音場上におい
て第１超音波ビームのサイドローブに第２超音波ビームのメインローブがあてがわれ、音
響的に第１超音波ビームのサイドローブが低減されて受信される。
【００４２】
ＤＳＣ２４は、受信回路２２の出力信号を信号処理し、さらに送受波座標系から表示座標
系への座標変換を行う機能等を有する公知の画像処理回路である。その出力は、表示器２
６に入力されて画像として表示される。
【００４３】
図１０は、電子的にサイドローブを低減する超音波診断装置１１０のブロック図である。
図７と同様の要素には同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。この超音波診断装置１
１０においては、第１超音波の送信と第２超音波の送信とを時分割等の方法で非同時に行
う。プローブ１１２は、第１超音波の送受波と第２超音波の送受波の両方に兼用して用い
られ、送信回路１１４には、送信フォーカスデータメモリ１８への接続またはサイドロー
ブ低減用逆位相フォーカスデータメモリ２０への接続を第１超音波の送信と第２超音波の
送信のタイミングに応じて切換える送信フォーカス切換え回路１１６が接続される。また
、受信回路２２の出力は通常ビームメモリ１１８とサイドローブ低減用ビームメモリ１２
０とが接続され、第１超音波ビームと第２超音波ビームより得られる受信信号データがそ
れぞれ記憶される。これらのメモリと加算器１２２が接続され、電子的に加算処理された
出力を用いてＤＳＣ２４において信号処理が行われ、その後表示器２６において超音波画
像が表示される。
【００４４】
図１０の中のプローブ１１２は、アレイ振動子を有する超音波探触子で、例えば、図１１
に示すアレイ振動子１３０のように、複数の振動素子１３２を１列に並べて構成される一
般的なアレイ振動子を用いることができる。
【００４５】
送信回路１１４は、プローブ１１２を構成する各振動素子に送信信号を供給する機能を有
する回路である。送信回路１１４には、送信フォーカス切換え回路１１６を介して、図７
において説明したと同様の送信フォーカスデータメモリ１８と、サイドローブ低減用逆位
相フォーカスデータメモリ２０とが接続される。
【００４６】
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送信フォーカス切換え回路１１６は、図示されていない制御部の制御の下で、第１超音波
または第２超音波の送信の切換えに応じ、送信回路１１４に供給する送信フォーカスデー
タの種類を切換える機能を有する回路である。送信の切換えは、例えば、時分割等の手段
を用いることができる。したがって、第１超音波の送信においては送信フォーカスデータ
メモリ１８から必要な送信フォーカスデータが送信回路１１４に供給され、第２超音波の
送信においてはサイドローブ低減用逆位相フォーカスデータメモリ２０から必要な送信フ
ォーカスデータが送信回路１１４に供給される。
【００４７】
受信回路２２は、各振動素子からの受信信号に対し、増幅や整相加算等の処理を行う回路
で、その出力は、図示されていない制御部の制御の下で、第１超音波ビームを形成するこ
とで得られる第１受信信号は通常ビームメモリ１１８に、第２超音波ビームを形成するこ
とで得られる第２受信信号はサイドローブ低減用ビームメモリ１２０に、それぞれ入力さ
れて記憶される。
【００４８】
通常ビームメモリ１１８及びサイドローブ低減用ビームメモリ１２０は、受信信号データ
を記憶するメモリである。データの記憶は、例えば図１、図２で説明したビームパターン
の形式で、走査角度に対応付けて受信信号データを記憶することができる。
【００４９】
加算器１２２は、第１受信信号に対し、第２受信信号を電子的に加算処理を行う機能を有
する回路である。加算処理は、各走査角度について、第１受信信号の値に対し第２受信信
号の値が加算される。この加算により、電子的に第１受信信号におけるサイドローブに第
２受信信号のメインローブがあてがわれ、第１超音波ビームのサイドローブが低減された
合成受信信号が得られる。合成受信信号はＤＳＣ２４に出力され、画像処理の後、表示器
２６に入力され表示される。
【００５０】
上記説明において、電子的にサイドローブを低減するのに用いられるサイドローブ低減用
逆位相フォーカスデータメモリの内容は、音響的にサイドローブを低減するのに用いられ
るサイドローブ低減用逆位相フォーカスデータメモリ２０の内容と同じとし、加算器１２
２は、重み付け等を行わない単純な加算処理を行うものとした。この他に、電子的にサイ
ドローブを低減する場合に、第１超音波ビームのサイドローブにあてがわれる第２超音波
ビームのメインローブを、形状は相似のままで、大きさをある倍率Ａとしてもよい。この
ときは、加算器１２２において、第２受信信号に対し１／Ａの重み付けを行う重み付け加
算処理を行う。
【００５１】
また、上記説明では、第２超音波の送信フォーカスデータとして、第２超音波を第１超音
波に対し逆位相の関係になるデータとし、第１受信信号と第２受信信号との間の処理は加
算処理とした。これに代えて、第２超音波の送信フォーカスデータを、第２超音波を第１
超音波に対し同位相の関係になるデータとし、第１受信信号と第２受信信号との間の処理
を減算処理としてもよい。
【００５２】
【発明の効果】
本発明に係る超音波診断装置によれば、サイドローブを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の原理的な説明に用いられる第１超音波ビームのビームパターンの例を
示す図である。
【図２】　本発明の原理的な説明に用いられる２つの第２超音波ビームのビームパターン
を重ねた全体の例を示す図である。
【図３】　本発明の原理的な説明で、サイドローブが低減される様子を示す図である。
【図４】　本発明の原理的な説明に用いられる第１超音波ビームのビームパターンについ
て他の例を示す図である。
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【図５】　本発明の原理的な説明に用いられる第２超音波ビームのビームパターンについ
て他の例を示す図である。
【図６】　本発明の原理的な説明で、サイドローブが低減される様子を示す図である。
【図７】　本発明に係る実施の形態において、音響的にサイドローブを低減する超音波診
断装置のブロック図である。
【図８】　本発明に係る実施の形態において、音響的にサイドローブを低減するのに用い
られるアレイ振動子の構成を示す図である。
【図９】　本発明に係る実施の形態において、音響的にサイドローブを低減するのに用い
られる他のアレイ振動子の構成を示す図である。
【図１０】　本発明に係る実施の形態において、電子的にサイドローブを低減する超音波
診断装置のブロック図である。
【図１１】　本発明に係る実施の形態において、電子的にサイドローブを低減するのに用
いられるアレイ振動子の構成を示す図である。
【符号の説明】
１０，１１０　超音波診断装置、１２，１１２　プローブ、１４　通常送信回路、１６　
サイドローブ低減用送信回路、１８　送信フォーカスデータメモリ、２０　サイドローブ
低減用逆位相フォーカスデータメモリ、２２　受信回路、３０，４０，１３０　アレイ振
動子、３２，１３２　振動素子，３４，４４　第１振動子グループ、３６，４６ａ，４６
ｂ　第２振動子グループ、５０，８０　第１ビームパターン、５２，８２　メインローブ
、５４ａ，５４ｂ，８４　第１サイドローブ、６０　第２ビームパターンの全体、６２，
６４，９０　第２ビームパターン、６６ａ，６６ｂ，９２　第２ビームパターンのメイン
ローブ、７０，１００　合成したビームパターン、１１４　送信回路、１１６　送信フォ
ーカス切換え回路、１１８　通常ビームメモリ、１２０　サイドローブ低減用ビームメモ
リ、１２２　加算器。

【図１】

【図２】

【図３】
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第一超声波束的旁瓣的第二超声波束，并且用于减小旁瓣的发送电路16
发送第二超声波束。根据数据，来自对应于探头12的振动器的超声波。
同时发送的第一超声波和第二超声波在声学上减小了第一超声波束的旁
瓣。第一超声波束的旁瓣可以通过第二超声波束电子地减小。 Ž
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